
　

一
九
九
四
年
の
国

連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
）『
人
間
開
発
報
告

書
』
で
国
際
社
会
に

提
起
さ
れ
た
人
間
の

安
全
保
障
。
そ
の
特

徴
は
「
恐
怖
か
ら
の

自
由
」
と
「
欠
乏
か

ら
の
自
由
」を
二
大
規
範
と
す
る
点
に
あ
る
。

背
景
に
は
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
の
潜
在
能

力
ア
プ
ロ
ー
チ
、
さ
ら
に
遡
れ
ば
マ
ブ
ー
ブ
・

ウ
ル
・
ハ
ク
の
人
間
開
発
論
が
あ
る
。
同
時

に
、
冷
戦
後
の
国
際
政
治
学
に
お
け
る
非
伝

統
的
安
全
保
障
や
平
和
へ
の
配
当
、
破
綻
国

家
な
ど
の
議
論
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

国
家
だ
け
で
な
く
個
人
の
安
全
も
重
視
す
べ

き
と
い
う
規
範
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

　

い
ま
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
、
そ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
や
対
象
の
多
様
性
が
あ
る
。
国
際
関

係
論
や
開
発
経
済
学
な
ど
社
会
科
学
の
み
な

ら
ず
、
人
類
学
や
歴
史
学
な
ど
の
人
文
科
学
、

地
域
研
究
、
さ
ら
に
は
感
染
症
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・

自
然
災
害
な
ど
の
観
点
か
ら
自
然
科
学
も
重

要
で
あ
る
。
本
誌
も
二
〇
〇
六
年
一
月
号
で

特
集
を
組
ん
で
い
る
が
、
紛
争
・
平
和
構
築

（
栗
栖
論
文
）
と
開
発
経
済
・
貧
困
（
澤
田

論
文
・
中
西
論
文
）
と
い
う
基
本
問
題
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
中
西
論
文
）、
感
染
症
・
健

康
（
三
浦
論
文
）、ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
村
山
論
文
）、

農
業
・
食
糧
（
山
田
論
文
・
野
上
論
文
）
に

ま
で
ト
ピ
ッ
ク
は
わ

た
っ
て
い
る
（
本
誌
№

一
二
四
）。「
貧
困
削
減

か
ら
平
和
構
築
ま
で
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ま

で
、
途
上
国
に
お
け
る

飢
餓
か
ら
先
進
国
に
お

け
る
食
の
安
全
ま
で
、

大
量
破
壊
兵
器
か
ら
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ま

で
」（
参
考
文
献
①
ⅱ
ペ
ー
ジ
）
語
る
こ
と
が

で
き
る
ぐ
ら
い
射
程
の
広
い
概
念
で
あ
る

（
そ
れ
だ
け
に
漠
然
と
し
た
よ
く
分
か
ら
な

い
概
念
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
）。

　

そ
ん
な
豊ほ
う

穣じ
ょ
うな
分
野
の
入
門
を
著
し
た
長

氏
は
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の
人
間
の
安
全
保
障

研
究
・
教
育
を
行
う
東
京
大
学
「
人
間
の
安

全
保
障
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
博
士
学
位
第
一
号

取
得
者
で
あ
る
。
す
で
に
出
版
さ
れ
た
『
ス

レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
―
あ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
め

ぐ
る
考
察
』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
恐
怖
」
の
問
題
、

特
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
専
門
家
で
あ
る
。
国

際
政
治
に
通つ
う

暁ぎ
ょ
うし
た
知
識
と
、
こ
れ
ま
で
氏

が
国
内
外
で
あ
た
っ
て
き
た
難
民
支
援
等
の

実
務
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
豊
富
な
内
容
が

分
か
り
や
す
く
一
般
向
け
に
解
説
さ
れ
た
入

門
書
で
あ
る
。

●
本
書
の
構
成

　

ま
ず
第
一
、
二
章
で
は
、
国
際
政
治
学
・

国
際
法
の
観
点
か
ら
、
国
際
社
会
に
関
す
る

基
礎
知
識
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
ト

フ
ァ
リ
ア
体
制
以
後
、
西
欧
世
界
の
モ
デ
ル

（
国
民
国
家
・
主
権
国
家
体
制
）
が
地
球
大

に
拡
大
し
て
き
た
近
代
史
過
程
を
紐
解
き
つ

つ
、「
安
全
保
障
」
を
国
家
が
担
っ
て
き
た

前
提
条
件
と
し
て
の
国
際
社
会
の
仕
組
み
、

ま
た
紛
争
違
法
化
の
法
的
論
点
が
解
説
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
第
三
章
で
は
概
念
の
形

成
・
発
展
過
程
・
思
想
的
系
譜
を
振
り
返
り
、

第
四
章
は
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
国
家
だ
け

で
な
く
国
際
社
会
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、赤
十
字
組
織
、

地
域
社
会
な
ど
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
存
在
す

る
こ
と
を
説
明
す
る
。
第
五
章
で
は
、
恐
怖

や
欠
乏
の
具
体
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
子
ど

も
兵
や
女
性
器
切
除
な
ど
思
わ
ず
目
を
背
け

た
く
な
る
内
容
も
登
場
す
る
が
、
恐
怖
と
欠

乏
の
実
態
を
理
解
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
。
第
七
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
世
界
で
行
わ

れ
て
き
た
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
第
八
章

で
は
国
家
が
破
綻
・
失
敗
し
て
い
る
ケ
ー
ス

で
は
他
国
や
国
際
社
会
が
人
道
的
に
文
民
を

保
護
す
る
必
要
性
を
説
く「
保
護
す
る
責
任
」

（
Ｒ
２
Ｐ
）
が
解
説
さ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
途
上
国
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
て
き
た
が
、
最
後
の
第
八
章
は
東
日
本
大

震
災
に
一
章
を
割
い
て
い
る
。
先
進
国
、
し

か
も
経
済
大
国
と
自
他
と
も
に
認
め
て
き
た

日
本
に
お
い
て
、
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
て

い
た
生
存
・
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
が
3
・

11
を
境
に
一
瞬
に
し
て
奪
い
去
ら
れ
た
。
被

災
地
で
は
女
性
や
老
人
、
障
害
者
な
ど
が
特

に
脆
弱
と
な
る
点
や
、
原
発
問
題
に
よ
る
不

安
全
の
世
代
間
継
承
性
な
ど
、
震
災
が
可
視

化
さ
せ
た
問
題
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

●「
今
こ
そ
人
間
の
安
全
保
障
」
再
び

　

一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
年
近
く
が
経
と
う

と
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
、
貧
困
削
減
や
平

和
構
築
が
世
界
的
に
目
指
さ
れ
、「
今
こ
そ

人
間
の
安
全
保
障
を
」（H

um
an Security 

N
ow

）と
題
す
る
報
告
書
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

個
人
の
安
全
・
安
心
は
国
際
社
会
が
追
究
す

る
価
値
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
一
方
、
東
日

本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
先
進
国
た
る
日

本
に
あ
っ
て
も
個
人
の
生
存
・
安
心
が
容
易

に
奪
わ
れ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
た
。
恐
怖
や

欠
乏
は
決
し
て
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
。
先

進
国
で
も
人
間
の
安
全
保
障
は
真
剣
に
問
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
今こ
ん

日に
ち

、
日

本
人
が
人
間
の
安
全
保
障
の
入
門
書
を
取
る

必
要
性
は
、
再
び
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
で
、
人
間
の
安
全
保
障
と
い
う
言
葉

を
わ
ざ
わ
ざ
用
い
ず
と
も
、
そ
も
そ
も
諸
学

は
根
本
的
に
人
々
の
よ
り
良
い
生
き
方
を
追

求
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
（
二
五
一

ペ
ー
ジ
）。
人
間
の
安
全
保
障
の
貢
献
の
ひ

と
つ
は
、
そ
れ
ま
で
個
別
に
と
ら
え
ら
れ
て

き
た
多
様
な
脅
威
を
相
互
に
関
連
さ
せ
、
そ

の
関
係
性
を
顕
在
化
、
意
識
化
さ
せ
て
く
れ

る
点
に
あ
る
（
一
三
九
ペ
ー
ジ
）。
さ
ら
に

本
書
で
主
張
さ
れ
る
「
異
議
申
し
立
て
」
の

論
理
と
い
う
性
格
は
、
あ
る
安
全
を
目
指
そ

う
と
す
る
行
動
や
政
策
が
、
別
の
安
全
を
奪

い
か
ね
な
い
か
点
検
し
、そ
う
で
あ
れ
ば「
Ｎ

Ｏ
」
と
い
う
た
め
の
礎
と
な
る
。
ひ
と
り
の

著
者
が
多
く
の
課
題
を
わ
か
り
や
す
く
取
り

上
げ
た
本
書
は
、
途
上
国
は
も
ち
ろ
ん
先
進

国
に
お
い
て
も
、「
人
間
の
安
全
」
と
は
何

か
を
思
考
す
る
た
め
の
契
機
と
し
て
、
多
く

の
人
び
と
に
読
ま
れ
た
い
一
冊
で
あ
る
。

（
お
か
べ　

ま
さ
よ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

研
究
支
援
部
）
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